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研究成果概要

本研究では、京都大学化学研究所スーパーコンピュータシステムを利用し、基部陸上植物

苔類ゼニゴケにおける活性型ジベレリン生合成経路の同定および生理機能の解明を目指し

ている。

植物ホルモン・ジベレリンは生活環を通して植物の成長、生殖を多面的に制御する化合物

であり、凋連遺伝子や分子の作用機序が明らかにされてきた。しかし、これらの知見の多くは

被子植物に着目した研究から得られたものであり、ジベレリン生理機能の進化的起源の理解

には至っていない。本研究では基部陸上植物の苔類ゼニゴケを材料として遺伝学的な実験

から見出された新奇因子について、京都大学化学研究所スーパーコンピュータシステムを利

用し、新奇因子の過剰発現形質転換体を用いたトランスクリプトーム解析、および

を用いた系統解析を実施し、機能の考察や陸上植物における保存性を調べた。

この成果は投稿へ向けて現在準備中である。

また、スーパーコンピュータシステムを利用して、ゼニゴケの近縁種のゲノム解析・遺伝子

構造モデリングも行なった。この成果は投稿を終え現在査読中である。
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